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【科目】日本文化論
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】専攻科共通・2 年次
【担当教員】

小野 泰央

【授業目標・教育方針】
自国の未来に関する指針は過去の歴史にある。日本文化を理解することによって、今後の日本に何が必要なのかの端
緒を模索する。

【授業概要】
資料収集の作業を元に、自分の研究テーマに関する事項に対して、日本における歴史的変遷を探る。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：専攻科中間発表　講演予稿集

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間時間である。
各自のテーマを設定した上で、実際に図書館において調査する。その後、小論文としてまとめる。

【メッセージ】
日本の文化には現代科学の参考となる事項が沢山埋もれています。それを掘り起こすことで、日本の風土に適合した
開発を考える第一歩になればと思います。

【備考】
既習科目「古典」

【成績評価方法】
［前期］レポート：100%，その他：授業態度

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【授業計画】（授業名：日本文化論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 授業概要 現代の工業における日本文化の意義について理解す
る。

第 2 回 模範レポート 「日本都市文化史」について理解することで、日本文
化の基盤を捉える。その上で、論旨のすす埋め方資料
引用の方法を学ぶ。

第 3 回 テーマ設定 自己の研究に関連するテーマを設定する。
第 4 回 資料収集方法 辞書や索引などを使って、資料収集を行う。
第 5 回～第 6 回 資料収集① 図書館において実際に資料を収集する。
第 7 ～ 9 回 中間報告 収集した資料をもとに中間報告を行う。 レポート
第 10 回～第 12 回 資料収集② 中間報告に対する批判を元に再度資料を収集して、レ

ポートを練り直す。
第 13 回～第 14 回 最終報告 再度の資料収集を元に最終レポートに向けての報告を

行う。
第 15 回 総括 授業の総括を行う。 レポート
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